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9. 研究実績の概要

Gタンパク質を介するシグナル伝達は多細胞生物の発生過程、恒常性維持において極めて大事な役割を果たしており、そのシグナル伝
達機構の異常は、組織形成不全や種々の疾患の原因となる。多細胞生物への進化の過程で新たなGタンパク質制御因子として登場したA
dhesion GPCRとRic-8の構造と機能の解析を進め、以下の成果が得られた。1.Adehesion GPCRの一つでリガンド不明のオーファン受容
体GPR56に対するモノクローナル抗体を作成して、その中からヒトグリオーマ細胞の遊走を阻害する抗体を選別した。その抗体とGPR56
の複合体の結晶化や、マウスへの癌細胞移植への作用を検討するため、抗体の大量調製およびリコンビナント抗体の作成を試みた。そ
の結果、一つの抗体に関してマウス腹腔へのハイブリドーマ移植によるmg単位の抗体作成、またいくつかの機能性抗体の重鎖、軽鎖の
cDNAの単離と組換え体抗体の発現プラスミドの作成に成功した。2.同じくAdhesion GPCRに属するLatrophilin1（LPHN1）に対するモノ
クローナル抗体の作成を試み、マウスLPHN1を認識するラットモノクローナル抗体を得ることが出来た。3.LPHN1の細胞外ドメインのみ
を発現させた細胞では、そのリガンドであるLatrotoxin（LTX）によるカルシウム応答は見られなかったが、GPR56の細胞外ドメインを
欠失した変異体と共発現させると全長のLPHN1と同様に、LTX1依存性のカルシウム応答が観察された。このことは異種Adhesion GPCR間
で複合体が形成され、機能することを示すものである。4.ショウジョウバエのRic-8が哺乳動物G12/13ホモログであるCtaのパルミトイ
ル化を促進することをClick Chemistry法を用いて明らかにした。
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（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／6）



２版

〔図書〕　計（ ０ )件

奈良県新公会堂、奈良県奈良市

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

発　表　場　所

奈良県新公会堂、奈良県奈良市

奈良県新公会堂、奈良県奈良市

小林 哲夫, 中薗 昴亮, Dynlacht Brian,伊東 広

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　者　名

水野 憲一, 太田 茂之, 小林 祐希, 坂口 さや香, 伊東 広

伊達山 泉, 小林 哲夫, 伊東 広

機能抗体を用いた癌細胞におけるGPR56の機能解析

一次繊毛を介したセロトニンシグナル伝達機構の解析

膵管癌細胞における一次繊毛消失機構の解析

発　表　者　名

発　表　者　名

第66回日本細胞生物学会

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

第66回日本細胞生物学会

第66回日本細胞生物学会

2014年06月11日～2014
年06月13日

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

発表年月日

発表年月日

発表年月日

2014年06月11日～2014
年06月13日

2014年06月11日～2014
年06月13日

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／6）



２版

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

出願年月日

権利者産業財産権の名称

発明者

国内・外国の別産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （6／6）


